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英語名：Stevens-Johnson syndrome（SJS） 

  同義語：皮膚粘膜眼症候群 

 

 

Ａ．患者の皆様へ 
 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるものではありません。ただ、

副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、早めに「気

づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本マニュアルを

参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」が

あることを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 

 

重篤な皮ふ症状などをともなう「スティーヴンス・ジョンソン症候

群」は、その多くが医薬品によるものと考えられています。   

抗菌薬、解熱
げ ね つ

消炎
しょうえん

鎮痛
ちんつう

薬
やく

、抗けいれん薬などでみられ、また総合
そうごう

感冒
かんぼう

薬
やく

（かぜ薬）のような市販の医薬品でもみられることがあるので、

何らかのお薬を服用していて、次のような症状がみられた場合には、

放置せずに、ただちに医師・薬剤師に連絡してください。 

 

「高熱（38℃以上）」、「目の充血
じゅうけつ

」、「めやに（眼
がん

分泌物
ぶんぴつぶつ

）」、「まぶ

たの腫
は

れ」、「目が開けづらい」、「くちびるや陰部
い ん ぶ

のただれ」、「排 尿
はいにょう

・

排便
はいべん

時の痛み」、「のどの痛み」、「皮ふの広い範囲が赤くなる」がみ

られ、その症状が持続したり、急激に悪くなったりする 

スティーヴンス・ジョンソン症候群 
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１．スティーヴンス・ジョンソン症候群
しょうこうぐん

とは？ 

スティーヴンス・ジョンソン症候群とは、高熱（38℃以上）を伴

って、発疹
ほっしん

・発赤
ほっせき

、やけどのような水ぶくれなどの激しい症状が、

比較的短期間に全身の皮ふ、口、目の粘膜にあらわれる病態です。

その多くは医薬品が原因と考えられていますが、マイコプラズマや

一部のウイルスの感染にともない発症することも知られています。 

スティーヴンス・ジョンソン症候群
しょうこうぐん

の発生頻度は、人口 100万人

当たり年間 1～6人と報告されており、原因と考えられる医薬品は、

主に抗菌薬、解熱
げ ね つ

消炎
しょうえん

鎮痛
ちんつう

薬
やく

、抗けいれん薬など広範囲にわたり

ます。発症メカニズムについては、医薬品などにより生じた免疫・

アレルギー反応によるものと考えられていますが、さまざまな説が

唱えられており、いまだ統一された見解は得られていません。 

 

２．早期発見と早期対応のポイント 

「高熱（38℃以上）」、「目の充血
じゅうけつ

」、「めやに（眼
がん

分泌物
ぶんぴつぶつ

）」、「ま

ぶたの腫
は

れ」、「目が開けづらい」、「くちびるや陰部
い ん ぶ

のただれ」、

「排尿
はいにょう

・排便
はいべん

時の痛み」、「のどの痛み」、「皮ふの広い範囲が赤く

なる」がみられ、その症状が持続したり、急激に悪くなったりする

ような場合で、医薬品を服用している場合には、放置せずに、ただ

ちに医師・薬剤師に連絡してください。 

原因と考えられる医薬品の服用後2週間以内に発症することが多

く、数日以内あるいは 1ヶ月以上経ってから起こることもあります。 

また、目の変化は、皮ふなどの粘膜の変化とほぼ同時に、あるい

は皮ふの変化より半日もしくは１日程度、先にあらわれ、両目に

急性
きゅうせい

結膜炎
けつまくえん

（結膜が炎症を起こし、充血・目やに・涙・かゆみ・

はれなどが起こる病態）を生じることが知られています。 

なお、医師・薬剤師に連絡する際には、服用した医薬品の種類、  
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服用からどのくらいたっているのかなどを伝えてください。 

 

※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしてい

る独立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認することが

できます。 

http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用

したにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害につ

いて、医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被

害救済制度があります（対象除外医薬品による健康被害など、救済給付の対象にならない

場合もあります）。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html 

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9時～17時（祝日・年末年始を除く） 
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Ａ．患者の皆様へ 
 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるものではありません。ただ、

副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、早めに「気

づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本マニュアルを

参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」が

あることを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 

 

重篤な皮ふ症状などをともなう「中毒性
ちゅうどくせい

表皮
ひょうひ

壊死
え し

融解症
ゆうかいしょう

」は、 

その多くが医薬品によるものと考えられています。 

抗菌薬、解熱
げ ね つ

消 炎
しょうえん

鎮痛
ちんつう

薬
やく

、抗けいれん薬などでみられ、また総合
そうごう

感冒
かんぼう

薬
やく

（かぜ薬）のような市販の医薬品でもみられることがあるので、

何らかのお薬を服用していて、次のような症状がみられた場合には、

放置せずに、ただちに医師・薬剤師に連絡してください。 

 

「高熱（38℃以上）」、「目の充 血
じゅうけつ

」、「くちびるのただれ」、「のどの

痛み」、「皮ふの広い範囲が赤くなる」がみられ、その症状が持続した

り、急激に悪くなったりする 

中毒性表皮壊死融解症（中毒性表皮壊死症） 

 

英語名：(Toxic epidermal necrolysis: TEN) 

  同義語：ライエル症候群 (Lyell's syndrome)、ライエル症候群型薬疹 
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１．中毒性
ちゅうどくせい

表皮
ひょうひ

壊死
え し

融解症
ゆうかいしょう

とは？ 

中毒性表皮壊死融解症は、全身が広範囲にわたり赤くなり、全身

の 10％以上にやけどのような水ぶくれ、皮ふのはがれ、ただれなど

が認められ、高熱（38℃以上）、皮ふや口にできるぶつぶつ、目が赤

くなるなどの症状を伴う重症の皮膚障害です。その多くは医薬品が

原因と考えられていますが、一部のウイルスやマイコプラズマ感染

にともない発症することも知られています。 

中毒性表皮壊死融解症の発生頻度は、人口 100 万人当たり年間

0.4～1.3人と報告されており、原因と考えられる医薬品は、主に抗

菌薬、解熱
げ ね つ

消 炎
しょうえん

鎮痛
ちんつう

薬
やく

、抗けいれん薬など広範囲にわたります。発

症メカニズムについては、医薬品などにより生じた免疫・アレルギ

ー反応によるものと考えられていますが、さまざまな説が唱えられ

ており、いまだ統一された見解は得られていません。 

 なお、スティーヴンス・ジョンソン症候群と中毒性表皮壊死融解

症は一連の病態と考えられ、中毒性表皮壊死融解症の症例の多くが

スティーヴンス・ジョンソン症候群の進展型と考えられています。 

 

２．早期発見と早期対応のポイント 

「高熱（38℃以上）」、「目の充 血
じゅうけつ

」、「くちびるのただれ」、「のど

の痛み」、「皮ふの広い範囲が赤くなる」がみられ、その症状が持続

したり、急激に悪くなったりするような場合で、医薬品を服用して

いる場合には、放置せずに、ただちに医師・薬剤師に連絡してくだ

さい。 

原因と考えられる医薬品の服用後2週間以内に発症することが多

く、数日以内あるいは 1ヶ月以上経ってから起こることもあります。 
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なお、医師・薬剤師に連絡する際には、服用した医薬品の種類、

服用からどのくらいたっているのかなどを伝えてください。 

 

※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしてい

る独立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認すること

ができます。 

http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用

したにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害につ

いて、医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被

害救済制度があります（対象除外医薬品による健康被害など、救済給付の対象にならない

場合もあります）。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html 

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9時～17時（祝日・年末年始を除く） 

 

 

 


